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施工説明書

 
工事店さま用

リフォルテ ウッディ／リフォルテ
改装用ドア

●ご使用前に、「施工説明書」をよくお読みの上、正しくお
使いください。
●この説明書に掲載の商品は、使用用途・場所などを限定
するもの、専門施工を必要とするもの、定期点検を必要
とするものがあります。
　販売店又は専門施工店にご確認ください。
●商品には安全にお使いいただくための本体表示ラベルが
張ってあるものがあります。ご使用の際はご確認の上、
正しくお使いください。

施工にあたって
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■組立て・施工される方へのお願い

●本説明書で使われているマークには、以下のような意味があります。
…組立て・施工を誤った場合に、使用者などが中程度の傷
害・軽傷を負う危険又は物的損害の発生が想定されます。
冒頭にまとめて記載していますので必ずお読みください。

注 意!

●本製品は、木造・土間納まり専用です。外壁工事を伴わない施工
の場合は、指定の個所にシーリング材を充てんしてください。

●躯体に取付ける際は、ねじ込み深さは必ず20mm以上にしてくだ
さい。製品強度の不足でドア本体・枠の脱落の原因になります。

●躯体に取付ける際は、枠取付けねじのねじ込みトルクは、ねじ込
み深さ20mmの時、1.2N・m（12kgf・cm）以上にしてください。

　製品強度の不足でドア本体・枠の脱落の原因となります。
●丁番取付けねじは、奥まで締め付けてください。ねじが緩いとド
ア本体の脱落の原因になります。

●錠セットを取付けてから、ドア本体をつり込んで枠を躯体に固定
してください。錠セットを取付ける前に枠につり込むと、ドアが
勝手に開き危険です。

●丁番取付けねじを全部外さないでください。ドア本体が脱落しケ
ガをするおそれがあります。

注　意!

 

組立て・施工される方へのお願い

－1－

●ガラス寸法は、部材切断寸法表から算出してください。
●必ず指定のねじで組立ててください。
●枠の組立てねじは2.5±0.5N・m｛25±5kgf・cm｝の締め付けトルクで止めた後、
緩み・ガタツキのないことを確認してください。

■組立て上のお願い

●必ず指定の取付けねじで固定してください。
●現場施工に入る前に、製品基本寸法が現場と合っていることを確認してください。
●内外の額縁は現場の納まりに合わせて切詰めてください。
●親子納まりの場合は、下枠のフランス落とし受け金具部分の強度確保のため、必ず受
け金具の両脇にかい物を入れてください。

■施工上のお願い
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〔ねじ込み深さの確認〕
躯体にねじ止めする前に、
既設枠の取付け穴にねじを
入れ、取付け穴からねじ頭
までの長さが、ランマ上枠
及びランマ無上枠は50mm
以上、縦枠及び袖縦枠は
20mm以上であることを確
認してください。

〔取付ける柱のねじ込みトルクの確認〕
製品を取付ける前に取付ける柱に腐りがなく、枠の取付けねじのねじ込みトルクはねじ
込み深さ20mmの時1.2N・m（12kgf・cm）以上であることを確認してください。

※縦枠用…ねじ長さ60mm
　袖縦枠用…ねじ長さ110mm
※ランマ上枠用…ねじ長さ90mm
　ランマ無上枠用…ねじ長さ110mm

（縦枠の場合） （上枠の場合）

●ねじ込み深さは
必ず20mm以上
にしてください。

注　意!

●躯体に取付ける際は、枠取付けねじのねじ込み
トルクはねじ込み深さ20mmの時、1.2N・m
（12kgf・cm）以上にしてください。

注　意!

袖縦枠：ねじ長さ110mm
縦枠：ねじ長さ60mm
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「改装用ドア リフォルテ ウッディ／リフォルテ」は…
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●『改装用ドア リフォルテ ウッディ／リフォルテ』は、既設のドア枠（※1）の上から新しい枠を
取付ける、改装専用玄関ドアとして設計されています。

（※1）トステム対象商品名

（※2）その他商品

クラウン・キング・クィーン・プリンス・アルック・プレカラー・
クィーン木彫・ウッディ・ハイクィーン・リファイン18・ロイヤルドア・
ロイヤルドアDX・ロイヤルアルミドア・ロイヤルアルビック・
クラーク・コロネット・グランド・アルロング・マイム・ベルモント・
ラゴンダE・Ｆ・プレナス20内付・クリエラ19内付

1.枠の取外し及び付帯工事が不要なため、外壁や内装をキズつけません。
2.部材の加工・組立てが簡単です。
3.内外の額縁に調整幅が設けてあるため、どんな枠にもきれいに納まります。
4.内外の額縁の調整とシーリングだけで、雨仕舞いなどの仕上げが完了します。
5.品ぞろえが豊富です。

枠……………… ランマ付き（片開き・親子・片袖・両袖）
 ランマなし（片開き・親子）

製品色………… ホワイト・オータムブラウン・シャイングレー
本体…………… DH1900タイプ　5デザイン

 DH2200タイプ　5デザイン
子扉…………… DH1900タイプ　3デザイン

 DH2200タイプ　3デザイン
製品色………… シルキーアイボリー・ポートマホガニー・
　　　　　　　 イタリアンウォールナット

上記以外の商品については、柱へのねじかかり寸法が20mm以上の商品
のみを対象とします。

●リフォルテ ウッディ
　（木目調）

枠……………… ランマ付き（片開き・親子・片袖・両袖）
 ランマなし（片開き・親子）

本体…………… DH1900タイプ　10デザイン
 DH2200タイプ　10デザイン

子扉…………… DH1900タイプ　6デザイン
 DH2200タイプ　5デザイン

製品色………… ホワイト・ブラック・ブロンズ・
　　　　　　　 オータムブラウン・シャイングレー

●リフォルテ

■製品特長

※高防犯仕様では、一部対応できない機種があります。防犯建具のカタログを参照して
ください。
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施工工程モデル

●現場を確認し、既設玄関への取付可否を調査します。
●使用する製品のタイプを決定・見積りし、工事希望日を確認
します。
●製品を発注し、納入日を確認後工事日を決定します。

●既設枠開口に合わせ、枠を切詰める必要がある場合は製品を
切詰めます。
●ガラス・ビード・オプション部品を手配します。
※4mm用後付けビードは製品に同梱されています。

●工事日までに製品を組立てます。

●製品基本寸法が現場に合うことを確認します。
●工具を準備し、外枠だけ残して順に取外します。

●開口部の水平・垂直を正しく出し、新しい枠を取付けます。
●新しいドアをつり込み、建付け調整をします。

●納まりに合わせて、額縁を切詰めます。
●納まりに合う調整溝に、額縁を取付けます。
●溝ふたを取付けます。

●雨仕舞の処理のため、シーリングをします。

●ガラスを入れ、ドアクローザ・ドアガードなどを取付けます。

●お施主さまに製品を引渡します。

概　　要施工工程

お施主さまとの打合わせ

施工前の作業

●雨仕舞の処理のため、シーリングをします。

製品の組立て

既設ドアの取外し

新しい枠・ドアの取付け

枠外周部のシーリング処理

額縁の取付け

額縁外周部のシーリング処理

ガラス入れ・部品の取付け

お引渡し

－5－

現場施工までの準備
1. 既設枠開口寸法の測定と取付可否の調査

2. 枠のタイプ、本体、子扉デザインの決定

3. 製品の切詰め（ランマ付タイプのみ）

4. ガラス・オプション部品の手配

●取付可能であれば、製品基本寸法を設定し下記項目を決定します。
※単品カタログをご使用ください。
①枠のタイプ（片開き・親子・片袖・両袖、ランマ、袖、つり元、製品色）
②本体、子扉のタイプ（デザイン・つり元・製品色）
③工事費の見積り（既設ドアの取外し・製品の切詰め・組立て・取付け費・ガラス代など)
④工事日
※本製品のランマ付タイプは、既設枠の開口に合せて、現場でランマ、袖のガラス部分を切詰めますが、
ドア本体・子扉は切詰められません。
ランマなしタイプは枠の切詰めができませんので、特注にて発注してください。

①部材切断寸法表で切詰め方向を確認し、
製品を切詰めます。

②以下の部材加工をします。
　1.縦枠（切欠き・穴あけ）
　2.ランマアタッチメント（穴あけ）
※加工形状は部材一覧を参照してくださ
い。

①部材切断寸法表の寸法計算式で、ガラス寸法を算出します。　
②工事日に合わせて、ガラス・オプション部品を手配します。
※4mm用後付けビードは製品に同梱されています。

ランマ付き

2108以上

片開き

不可

親子

1203以上

不可

片袖

1138以上

1053以上

両袖

1440以上

1270以上

Ｈ

Ｗ
ポスト・飾り付き

ポスト・飾りなし

■製品切詰め限界寸法

※巻末の取付けチェックポイント集に従い、
既設玄関への取付可否を調査します。

①既設枠の断面形状を確認します。
②「取付けチェックポイント集」（巻末）
を参考に既設枠開口のｗ1・2とｈ1・
2を測定し、小さい方を既設枠開口寸法
とします。

※右図のように既設枠に狂いがある場合は、
水平・垂直をみて寸法を測ってください。

③既設枠開口寸法より5ｍｍ程度小さく製
品基本寸法を設定します。（調整が必要
な場合は、かい物をご使用ください。）

※製品基本寸法が、切詰め範囲内であるこ
とを確認してください。

w1

w2

h1 h2

w

h

既設枠既設枠
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●新しいドアをつり込み、建付け調整をします。

●納まりに合わせて、額縁を切詰めます。
●納まりに合う調整溝に、額縁を取付けます。
●溝ふたを取付けます。

●雨仕舞の処理のため、シーリングをします。

●ガラスを入れ、ドアクローザ・ドアガードなどを取付けます。

●お施主さまに製品を引渡します。

概　　要施工工程

お施主さまとの打合わせ

施工前の作業

●雨仕舞の処理のため、シーリングをします。

製品の組立て

既設ドアの取外し

新しい枠・ドアの取付け

枠外周部のシーリング処理

額縁の取付け

額縁外周部のシーリング処理

ガラス入れ・部品の取付け

お引渡し
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現場施工までの準備
1. 既設枠開口寸法の測定と取付可否の調査

2. 枠のタイプ、本体、子扉デザインの決定

3. 製品の切詰め（ランマ付タイプのみ）

4. ガラス・オプション部品の手配

●取付可能であれば、製品基本寸法を設定し下記項目を決定します。
※単品カタログをご使用ください。
①枠のタイプ（片開き・親子・片袖・両袖、ランマ、袖、つり元、製品色）
②本体、子扉のタイプ（デザイン・つり元・製品色）
③工事費の見積り（既設ドアの取外し・製品の切詰め・組立て・取付け費・ガラス代など)
④工事日
※本製品のランマ付タイプは、既設枠の開口に合せて、現場でランマ、袖のガラス部分を切詰めますが、
ドア本体・子扉は切詰められません。
ランマなしタイプは枠の切詰めができませんので、特注にて発注してください。

①部材切断寸法表で切詰め方向を確認し、
製品を切詰めます。

②以下の部材加工をします。
　1.縦枠（切欠き・穴あけ）
　2.ランマアタッチメント（穴あけ）
※加工形状は部材一覧を参照してくださ
い。

①部材切断寸法表の寸法計算式で、ガラス寸法を算出します。　
②工事日に合わせて、ガラス・オプション部品を手配します。
※4mm用後付けビードは製品に同梱されています。

ランマ付き

2108以上

片開き

不可

親子

1203以上

不可

片袖

1138以上

1053以上

両袖

1440以上

1270以上

Ｈ

Ｗ
ポスト・飾り付き

ポスト・飾りなし

■製品切詰め限界寸法

※巻末の取付けチェックポイント集に従い、
既設玄関への取付可否を調査します。

①既設枠の断面形状を確認します。
②「取付けチェックポイント集」（巻末）
を参考に既設枠開口のｗ1・2とｈ1・
2を測定し、小さい方を既設枠開口寸法
とします。

※右図のように既設枠に狂いがある場合は、
水平・垂直をみて寸法を測ってください。

③既設枠開口寸法より5ｍｍ程度小さく製
品基本寸法を設定します。（調整が必要
な場合は、かい物をご使用ください。）

※製品基本寸法が、切詰め範囲内であるこ
とを確認してください。

w1

w2

h1 h2

w

h

既設枠既設枠
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納まり参考図
■木枠納まり
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※高防犯仕様は、【　】内寸法とする。
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■アルミ枠納まり

●本体部（縦断面図）

●親子入隅（横断面図）

●親子（横断面図）
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■木枠納まり
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製品の切詰め
■部材一覧
●枠

ランマ上枠 ランマ 無上枠 下　枠

無　目 無目押縁 つり元（ロック）側縦枠

袖側縦枠 方　立 ランマアタッチメント

袖上桟 袖中桟 袖下桟
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袖押縁 内額縁（縦）

22

1812

18
12

内額縁（横）

20.7

溝ふた

12

※化粧額縁も兼用

●後付化粧額縁A
後付化粧額縁A（縦）

535

5
35

30

後付化粧額縁A（横）

18.7

●後付化粧額縁C
後付化粧額縁C（縦）

2
12

80

53 4

57

後付化粧額縁C（横）

●下枠段差緩和材（オプション）
下枠段差緩和材

9

19

11

材質：ステンレス

65
4

8012
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14

3

●後付化粧額縁D
後付化粧額縁D（縦） 後付化粧額縁D（横） 壁厚調整材

53

90
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2
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4
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65 69

4
12
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11
.5

11.5
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■部材一覧
●枠

ランマ上枠 ランマ 無上枠 下　枠

無　目 無目押縁 つり元（ロック）側縦枠

袖側縦枠 方　立 ランマアタッチメント

袖上桟 袖中桟 袖下桟

1530

14

40

15

66
14

60

15

14
82

14
10
1

92

82

14

30

30

14
34

12

8.
5

13

8.5

13

40

16

28.5
16

28.5

15

21
.5

13

16
28.5

40

1355

15

55

40

31.5

40 15

15

55

30
15

－11－

袖押縁 内額縁（縦）

22

1812

18
12

内額縁（横）

20.7

溝ふた

12

※化粧額縁も兼用

●後付化粧額縁A
後付化粧額縁A（縦）

535

5
35

30

後付化粧額縁A（横）

18.7

●後付化粧額縁C
後付化粧額縁C（縦）

2
12

80

53 4

57

後付化粧額縁C（横）

●下枠段差緩和材（オプション）
下枠段差緩和材

9

19

11

材質：ステンレス

65
4

8012

69

14

3

●後付化粧額縁D
後付化粧額縁D（縦） 後付化粧額縁D（横） 壁厚調整材

53

90
12

2

57

4

105

65 69

4

12

50
11
.5

11.5
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■部材構成図

■片開き・親子

■片袖 ■両袖

■内額縁

※図は外観右つり元の場合です。左つり元の場合、左右対照となります。

●ランマなしの場合、無目、ランマ
アタッチメント、ランマ押縁はあ
りません。

●親子の場合、ロック側縦枠はつり
元側縦枠に変わります。

ランマ押縁

ランマ押縁袖上桟

袖側縦枠

袖中桟

袖下桟

上枠

上枠

横溝ふた
横額縁

縦額縁
縦溝ふた

無目

無目押縁

下枠

ロック側
方立

つり元側縦枠

押縁

袖上桟

袖側縦枠

袖中桟

袖下桟

袖上桟

袖側縦枠

袖中桟

袖下桟

押縁

下枠

ロック側
方立
つり元側
方立
押縁

ランマ押縁
上枠

無目

下枠

ランマアタッチ
メント

ランマアタッチ
メント

ランマアタッチ
メント

つり元側縦枠ロック側縦枠

－13－

■部材現場加工一覧

上

下

上

下

■つり元側縦枠（ロック） ■袖側縦枠 ■ランマアタッチメント

上

下

7
38.5

(9.5)

2
6
.5

3
0（
切
欠
き
）

2－φ5
（表面）

2－φ8
（裏面）

7

38
.5

(9.5
)

2
6
.5

2－φ5

φ5

2
5



－12－

■部材構成図

■片開き・親子

■片袖 ■両袖

■内額縁

※図は外観右つり元の場合です。左つり元の場合、左右対照となります。

●ランマなしの場合、無目、ランマ
アタッチメント、ランマ押縁はあ
りません。
●親子の場合、ロック側縦枠はつり
元側縦枠に変わります。

ランマ押縁

ランマ押縁袖上桟

袖側縦枠

袖中桟

袖下桟

上枠

上枠

横溝ふた
横額縁

縦額縁
縦溝ふた

無目

無目押縁

下枠

ロック側
方立

つり元側縦枠

押縁

袖上桟

袖側縦枠

袖中桟

袖下桟

袖上桟

袖側縦枠

袖中桟

袖下桟

押縁

下枠

ロック側
方立
つり元側
方立
押縁

ランマ押縁
上枠

無目

下枠

ランマアタッチ
メント

ランマアタッチ
メント

ランマアタッチ
メント

つり元側縦枠ロック側縦枠

－13－

■部材現場加工一覧

上

下

上

下

■つり元側縦枠（ロック） ■袖側縦枠 ■ランマアタッチメント

上

下

7
38.5

(9.5)

2
6
.5

3
0（
切
欠
き
）

2－φ5
（表面）

2－φ8
（裏面）

7

38
.5

(9.5
)

2
6
.5

2－φ5

φ5

2
5
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■部材切断寸法表【片開きランマ付き】

 

■現場寸法表

既設枠開口寸法 改装用ドア　リフォルテ ウッディ／リフォルテ

基本寸法 基本寸法公式

Ｈ=　　　　　　　

Ｗ=　

ｈ（小さい方）－5

ｗ（小さい方）－5

Ｈ：2108以上

Ｗ：不可

切詰め限界寸法

片開きランマ付

ｈ

ｗ

ｈ1

ｈ2

ｗ1

ｗ2

※既設枠開口寸法はh・wとも各2個所測定し、小さい方の寸法に決めます。
※製品基本寸法は既設枠開口寸法より5ｍｍ程度小さくします。

※化粧額縁（縦）、内額縁（縦）及び溝ふたは、現場の納まりに合わせて切断寸法を決めます。（　）内の式
は、出荷時（取付開口部よりそれぞれ、外：100mm、内：30mm長い設定）の切断寸法計算式です。

w1

w2
h1 h2

■各部材切断寸法表

●枠

●化粧額縁

○‥加工有り：△‥切断のみ：×‥加工不要

つり元（ロック）側縦枠

内額縁

溝ふた（室内側）

ランマアタッチメント

上枠

無目

下枠

無目押縁

内額縁

溝ふた（室内側）

切断寸法 切断寸法計算式

Ｈ

※（Ｈ＋47）

※（Ｈ＋17）

H－1997.5

775

775

775

745.5

835

835

775(固定)

775(固定)

775(固定)

745.5(固定)

835(固定)

835(固定)

上部

ラベル表示あり

指定なし

指定なし

切詰め不可

切詰め不可

切詰め不可

切詰め不可

切詰め不可

切詰め不可

○

△

△

◯

×

×

×

×

×

×

切詰め方向 加工有無

縦
部
材

横
部
材

切断寸法 切断寸法計算式

※（Ｈ＋122）

※（Ｈ＋87）

840

840

※（Ｈ＋174.5)

※（Ｈ＋96.5）

838

837

※（Ｈ＋184.5)

※（Ｈ＋96.5)

※（Ｈ＋184.5)

838（固定）

837（固定）

1018（固定）

840(固定)

840(固定)

838(固定)

837(固定)

ラベル表示あり

指定なし

切詰め不可

切詰め不可

ラベル表示あり

指定なし

切詰め不可

切詰め不可

ラベル表示あり

指定なし

指定なし

切詰め不可

切詰め不可

切詰め不可

△

△

×

×

△

△

×

×

△

△

△

×

×

×

切詰め方向 加工有無

化
粧
額
縁
Ａ

化
粧
額
縁
C

化
粧
額
縁
D

（単位：mm）

2本

2本

2本

2本

1本

1本

1本

1本

1本

1本

化粧額縁Ａ（縦）

溝ふた（縦）（室外側）

化粧額縁Ａ（横）

溝ふた（横）（室外側）
化粧額縁C（縦）

溝ふた（縦）（室外側）

化粧額縁C（横）

溝ふた（横）（室外側）

化粧額縁D（縦）

溝ふた（縦）（室外側）

壁厚調整材（縦）

化粧額縁D（横）

溝ふた（横）（室外側）

壁厚調整材（横）

2本

2本

1本

1本

2本

2本

1本

1本

2本

2本

2本

1本

1本

1本

使用部材本数

片開きランマ付

使用部材本数

片開きランマ付
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■部材切断寸法表【親子ランマ付き】
■現場寸法表

※既設枠開口寸法はh・wとも各2個所測定し、小さい方の寸法に決めます。
※製品基本寸法は既設枠開口寸法より5ｍｍ程度小さくします。

※化粧額縁（縦）、内額縁（縦）及び溝ふたは、現場の納まりに合わせて切断寸法を決めます。（　）内の式
は、出荷時（取付開口下部よりそれぞれ、外：100mm、内：30mm長い設定）の切断寸法計算式です。

■各部材切断寸法表

●枠

●化粧額縁

○‥加工有り：△‥切断のみ：×‥加工不要

（単位：mm）

 

既設枠開口寸法
改装用ドア　リフォルテ ウッディ／リフォルテ

基本寸法 基本寸法公式

Ｈ=　　　　　　　

Ｗ=

ｈ(小さい方)－5

ｗ(小さい方)－5

Ｈ：2108以上

切詰め限界寸法

親子ランマ付

ｈ

ｗ

ｈ1

ｈ2

ｗ1

ｗ2

w1

w2
h1 h2

つり元側縦枠
内額縁
溝ふた（室内側）
ランマアタッチメント
上枠
無目
下枠
無目押縁
内額縁
溝ふた（室内側）

切断寸法 切断寸法計算式

Ｈ
※（Ｈ＋47）
※（Ｈ＋17）
H－1997.5
W－61
W－61
W－61
W－90.5
W－1
W－1

上部
ラベル表示あり
指定なし
上部

両端均等
子扉側
子扉側
指定なし

ラベル表示あり
指定なし

○
△
△
◯
△
△
△
△
△
△

切詰め方向 加工有無

縦
部
材

横
部
材

2本
2本
2本
2本
1本
1本
1本
1本
1本
1本

使用部材本数
親子ランマ付

W：1203以上

切断寸法 切断寸法計算式

※（Ｈ＋122）
※（Ｈ＋87）
W＋4
W＋4

※（Ｈ＋174.5）
※（Ｈ＋96.5）
W＋2
W＋1

※（Ｈ＋184.5）
※（Ｈ＋96.5）
※（Ｈ＋184.5）

W＋2
W＋1
W＋182

ラベル表示あり
指定なし

ラベル表示あり
指定なし

ラベル表示あり
指定なし

ラベル表示あり
指定なし

ラベル表示あり
指定なし
指定なし

ラベル表示あり
指定なし
指定なし

△
△
△
△
△
△
△
△
△
△
△
×
×
×

切詰め方向 加工有無
使用部材本数
親子ランマ付

化
粧
額
縁
Ａ

化
粧
額
縁
C

化
粧
額
縁
D

化粧額縁Ａ（縦）
溝ふた（縦）（室外側）
化粧額縁Ａ（横）
溝ふた（横）（室外側）
化粧額縁C（縦）
溝ふた（縦）（室外側）
化粧額縁C（横）
溝ふた（横）（室外側）
化粧額縁D（縦）
溝ふた（縦）（室外側）
壁厚調整材（縦）
化粧額縁D（横）
溝ふた（横）（室外側）
壁厚調整材（横）

2本
2本
1本
1本
2本
2本
1本
1本
2本
2本
2本
1本
1本
1本
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■部材切断寸法表【片袖ランマ付き】
■現場寸法表

※既設枠開口寸法はh・wとも各2個所測定し、小さい方の寸法に決めます。
※製品基本寸法は既設枠開口寸法より5ｍｍ程度小さくします。

※化粧額縁（縦）、内額縁（縦）及び溝ふたは、現場の納まりに合わせて切断寸法を決めます。（　）内の式
は、出荷時（取付開口下部よりそれぞれ、外：100mm、内：30mm長い設定）の切断寸法計算式です。

■各部材切断寸法表

●枠

●化粧額縁

○‥加工有り：△‥切断のみ：×‥加工不要

（単位：mm）

 

既設枠開口寸法
改装用ドア　リフォルテ ウッディ／リフォルテ

基本寸法 基本寸法公式

Ｈ=　　　　　　　

Ｗ=　　　　　　　

ｈ(小さい方)－5

ｗ(小さい方)－5

Ｈ：2108以上

切詰め限界寸法

片袖ランマ付

ｈ

ｗ

ｈ1

ｈ2

ｗ1

ｗ2

w1

w2

h1 h2
Ｗ：1181以上…鋳物袖飾りポスト付き
Ｗ：1138以上…アルミ袖飾りポスト付き
Ｗ：1053以上…アルミ袖飾りポストなし

切断寸法 切断寸法計算式 切詰め方向 加工有無
使用部材本数
片袖ランマ付

化
粧
額
縁
Ａ

化
粧
額
縁
C

化
粧
額
縁
D

化粧額縁Ａ（縦）
溝ふた（縦）（室外側）
化粧額縁Ａ（横）
溝ふた（横）（室外側）
化粧額縁C（縦）
溝ふた（縦）（室外側）
化粧額縁C（横）
溝ふた（横）（室外側）
化粧額縁D（縦）
溝ふた（縦）（室外側）
壁厚調整材（縦）
化粧額縁D（横）
溝ふた（横）（室外側）
壁厚調整材（横）

※（Ｈ＋122）
※（Ｈ＋87）
W＋4
W＋4

※（Ｈ＋174.5）
※（Ｈ＋96.5）
W+2
W+1

※（Ｈ＋184.5）
※（Ｈ＋96.5）
※（Ｈ＋184.5）

W＋2
W＋1
W＋182

ラベル表示あり
指定なし

ラベル表示あり
指定なし

ラベル表示あり
指定なし

ラベル表示あり
指定なし

ラベル表示あり
指定なし
指定なし

ラベル表示あり
指定なし
指定なし

△
△
△
△
△
△
△
△
△
△
△
×
×
×

2本
2本
1本
1本
2本
2本
1本
1本
2本
2本
2本
1本
1本
1本

つり元側縦枠
袖側縦枠
ロック側方立

縦枠

切断寸法

1910(固定)

切断寸法計算式

Ｈ
Ｈ

1910
※（Ｈ＋47）
※（Ｈ＋17）
Ｈ－1997.5
Ｗ－61
Ｗ－61
Ｗ－61
Ｗ－875.5
Ｗ－875.5
Ｗ－875.5
Ｗ－876.5
Ｗ－75.5
Ｗ－1
Ｗ－1

上部
上部

切詰め不可
ラベル表示あり
指定なし
指定なし
両端均等
袖側
袖側

両端均等
両端均等
両端均等
指定なし
指定なし

ラベル表示あり
指定なし

○
○
×
△
△
△
△
△
△
△
△
△
△
△
△
△

切詰め方向 加工有無
使用部材本数
片袖ランマ付

方立縦
部
材

横
部
材

内額縁
溝ふた（室内側）
ランマアタッチメント

無目押縁
内額縁
溝ふた（室内側）

上枠
無目
下枠

片袖

袖上桟
袖中桟
袖下桟
袖押縁

1本
1本
1本
2本
2本
1本
1本
1本
1本
1本
1本
1本
4本
1本
1本
1本

－17－

■部材切断寸法表【両袖ランマ付き】
■現場寸法表

※既設枠開口寸法はh・wとも各2個所測定し、小さい方の寸法に決めます。
※製品基本寸法は既設枠開口寸法より5ｍｍ程度小さくします。

※化粧額縁（縦）、内額縁（縦）及び溝ふたは、現場の納まりに合わせて切断寸法を決めます。（　）内の式
は、出荷時（取付開口下部よりそれぞれ、外：100mm、内：30mm長い設定）の切断寸法計算式です。

■各部材切断寸法表

●枠 ○‥加工有り：△‥切断のみ：×‥加工不要

（単位：mm）

 

既設枠開口寸法 改装用ドア　リフォルテ ウッディ／リフォルテ

基本寸法 基本寸法公式

Ｈ=　　　　　　　

Ｗ=　　　　　　　

ｈ(小さい方)－5

ｗ(小さい方)－5

Ｈ：2108以上

切詰め限界寸法

両袖ランマ付

ｈ

ｗ

ｈ1

ｈ2

ｗ1

ｗ2

w1

w2

h1 h2

Ｗ：1526以上…鋳物袖飾り、ポスト付き
Ｗ：1440以上…アルミ袖飾り、ポスト付き
Ｗ：1270以上…アルミ袖飾り、ポストなし

化
粧
額
縁
Ａ

化
粧
額
縁
C

化
粧
額
縁
D

切断寸法 切断寸法計算式

※（Ｈ＋122）
※（Ｈ＋87）
W＋4
W＋4

※（Ｈ＋174.5）
※（Ｈ＋96.5）
W＋2
W＋1

※（Ｈ＋184.5）
※（Ｈ＋96.5）
※（Ｈ＋184.5）

W＋2
W＋1
W＋182

ラベル表示あり
指定なし

ラベル表示あり
指定なし

ラベル表示あり
指定なし

ラベル表示あり
指定なし

ラベル表示あり
指定なし
指定なし

ラベル表示あり
指定なし
指定なし

△
△
△
△
△
△
△
△
△
△
△
×
×
×

切詰め方向 加工有無
使用部材本数
両袖ランマ付

化粧額縁Ａ（縦）
溝ふた（縦）（室外側）
化粧額縁Ａ（横）
溝ふた（横）（室外側）
化粧額縁C（縦）
溝ふた（縦）（室外側）
化粧額縁C（横）
溝ふた（横）（室外側）
化粧額縁D（縦）
溝ふた（縦）（室外側）
壁厚調整材（縦）
化粧額縁D（横）
溝ふた（横）（室外側）
壁厚調整材（横）

2本
2本
1本
1本
2本
2本
1本
1本
2本
2本
2本
1本
1本
1本

無目押縁
内額縁
溝ふた（室内側）

内額縁
溝ふた（室内側）
上枠
無目
下枠

切断寸法

1910(固定)
1910(固定)

切断寸法計算式

Ｈ
1910
1910

※（Ｈ＋47）
※（Ｈ＋17）
Ｗ－61
Ｗ－61
Ｗ－61

（Ｗ－915）/2
（Ｗ－915）/2
（Ｗ－915）/2
（Ｗ－917）/2
Ｗ－60.5
Ｗ－1
Ｗ－1

上部
切詰め不可
切詰め不可
ラベル表示あり
指定なし
両端均等
両端均等
両端均等
両端均等
両端均等
両端均等
指定なし
指定なし

ラベル表示あり
指定なし

○
×
×
△
△
△
△
△
△
△
△
△
△
△
△

切詰め方向 加工有無
使用部材本数
両袖ランマ付

縦
部
材

横
部
材

縦枠

方立

両袖

袖側縦枠
ロック側方立
つり元側方立

袖上桟
袖中桟
袖下桟
袖押縁

2本
1本
1本
2本
2本
1本
1本
1本
2本
2本
2本
8本
1本
1本
1本

●化粧額縁
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■部材切断寸法表【片袖ランマ付き】
■現場寸法表

※既設枠開口寸法はh・wとも各2個所測定し、小さい方の寸法に決めます。
※製品基本寸法は既設枠開口寸法より5ｍｍ程度小さくします。

※化粧額縁（縦）、内額縁（縦）及び溝ふたは、現場の納まりに合わせて切断寸法を決めます。（　）内の式
は、出荷時（取付開口下部よりそれぞれ、外：100mm、内：30mm長い設定）の切断寸法計算式です。

■各部材切断寸法表

●枠

●化粧額縁

○‥加工有り：△‥切断のみ：×‥加工不要

（単位：mm）

 

既設枠開口寸法
改装用ドア　リフォルテ ウッディ／リフォルテ

基本寸法 基本寸法公式

Ｈ=　　　　　　　

Ｗ=　　　　　　　

ｈ(小さい方)－5

ｗ(小さい方)－5

Ｈ：2108以上

切詰め限界寸法

片袖ランマ付

ｈ

ｗ

ｈ1

ｈ2

ｗ1

ｗ2

w1

w2

h1 h2

Ｗ：1181以上…鋳物袖飾りポスト付き
Ｗ：1138以上…アルミ袖飾りポスト付き
Ｗ：1053以上…アルミ袖飾りポストなし

切断寸法 切断寸法計算式 切詰め方向 加工有無
使用部材本数
片袖ランマ付

化
粧
額
縁
Ａ

化
粧
額
縁
C

化
粧
額
縁
D

化粧額縁Ａ（縦）
溝ふた（縦）（室外側）
化粧額縁Ａ（横）
溝ふた（横）（室外側）
化粧額縁C（縦）
溝ふた（縦）（室外側）
化粧額縁C（横）
溝ふた（横）（室外側）
化粧額縁D（縦）
溝ふた（縦）（室外側）
壁厚調整材（縦）
化粧額縁D（横）
溝ふた（横）（室外側）
壁厚調整材（横）

※（Ｈ＋122）
※（Ｈ＋87）
W＋4
W＋4

※（Ｈ＋174.5）
※（Ｈ＋96.5）
W+2
W+1

※（Ｈ＋184.5）
※（Ｈ＋96.5）
※（Ｈ＋184.5）

W＋2
W＋1
W＋182

ラベル表示あり
指定なし

ラベル表示あり
指定なし

ラベル表示あり
指定なし

ラベル表示あり
指定なし

ラベル表示あり
指定なし
指定なし

ラベル表示あり
指定なし
指定なし

△
△
△
△
△
△
△
△
△
△
△
×
×
×

2本
2本
1本
1本
2本
2本
1本
1本
2本
2本
2本
1本
1本
1本

つり元側縦枠
袖側縦枠
ロック側方立

縦枠

切断寸法

1910(固定)

切断寸法計算式

Ｈ
Ｈ

1910
※（Ｈ＋47）
※（Ｈ＋17）
Ｈ－1997.5
Ｗ－61
Ｗ－61
Ｗ－61
Ｗ－875.5
Ｗ－875.5
Ｗ－875.5
Ｗ－876.5
Ｗ－75.5
Ｗ－1
Ｗ－1

上部
上部

切詰め不可
ラベル表示あり
指定なし
指定なし
両端均等
袖側
袖側
両端均等
両端均等
両端均等
指定なし
指定なし

ラベル表示あり
指定なし

○
○
×
△
△
△
△
△
△
△
△
△
△
△
△
△

切詰め方向 加工有無
使用部材本数
片袖ランマ付

方立縦
部
材

横
部
材

内額縁
溝ふた（室内側）
ランマアタッチメント

無目押縁
内額縁
溝ふた（室内側）

上枠
無目
下枠

片袖

袖上桟
袖中桟
袖下桟
袖押縁

1本
1本
1本
2本
2本
1本
1本
1本
1本
1本
1本
1本
4本
1本
1本
1本
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■部材切断寸法表【両袖ランマ付き】
■現場寸法表

※既設枠開口寸法はh・wとも各2個所測定し、小さい方の寸法に決めます。
※製品基本寸法は既設枠開口寸法より5ｍｍ程度小さくします。

※化粧額縁（縦）、内額縁（縦）及び溝ふたは、現場の納まりに合わせて切断寸法を決めます。（　）内の式
は、出荷時（取付開口下部よりそれぞれ、外：100mm、内：30mm長い設定）の切断寸法計算式です。

■各部材切断寸法表

●枠 ○‥加工有り：△‥切断のみ：×‥加工不要

（単位：mm）

 

既設枠開口寸法 改装用ドア　リフォルテ ウッディ／リフォルテ

基本寸法 基本寸法公式

Ｈ=　　　　　　　

Ｗ=　　　　　　　

ｈ(小さい方)－5

ｗ(小さい方)－5

Ｈ：2108以上

切詰め限界寸法

両袖ランマ付

ｈ

ｗ

ｈ1

ｈ2

ｗ1

ｗ2

w1

w2

h1 h2

Ｗ：1526以上…鋳物袖飾り、ポスト付き
Ｗ：1440以上…アルミ袖飾り、ポスト付き
Ｗ：1270以上…アルミ袖飾り、ポストなし

化
粧
額
縁
Ａ

化
粧
額
縁
C

化
粧
額
縁
D

切断寸法 切断寸法計算式

※（Ｈ＋122）
※（Ｈ＋87）
W＋4
W＋4

※（Ｈ＋174.5）
※（Ｈ＋96.5）
W＋2
W＋1

※（Ｈ＋184.5）
※（Ｈ＋96.5）
※（Ｈ＋184.5）

W＋2
W＋1
W＋182

ラベル表示あり
指定なし

ラベル表示あり
指定なし

ラベル表示あり
指定なし

ラベル表示あり
指定なし

ラベル表示あり
指定なし
指定なし

ラベル表示あり
指定なし
指定なし

△
△
△
△
△
△
△
△
△
△
△
×
×
×

切詰め方向 加工有無
使用部材本数
両袖ランマ付

化粧額縁Ａ（縦）
溝ふた（縦）（室外側）
化粧額縁Ａ（横）
溝ふた（横）（室外側）
化粧額縁C（縦）
溝ふた（縦）（室外側）
化粧額縁C（横）
溝ふた（横）（室外側）
化粧額縁D（縦）
溝ふた（縦）（室外側）
壁厚調整材（縦）
化粧額縁D（横）
溝ふた（横）（室外側）
壁厚調整材（横）

2本
2本
1本
1本
2本
2本
1本
1本
2本
2本
2本
1本
1本
1本

無目押縁
内額縁
溝ふた（室内側）

内額縁
溝ふた（室内側）
上枠
無目
下枠

切断寸法

1910(固定)
1910(固定)

切断寸法計算式

Ｈ
1910
1910

※（Ｈ＋47）
※（Ｈ＋17）
Ｗ－61
Ｗ－61
Ｗ－61

（Ｗ－915）/2
（Ｗ－915）/2
（Ｗ－915）/2
（Ｗ－917）/2
Ｗ－60.5
Ｗ－1
Ｗ－1

上部
切詰め不可
切詰め不可
ラベル表示あり
指定なし
両端均等
両端均等
両端均等
両端均等
両端均等
両端均等
指定なし
指定なし

ラベル表示あり
指定なし

○
×
×
△
△
△
△
△
△
△
△
△
△
△
△

切詰め方向 加工有無
使用部材本数
両袖ランマ付

縦
部
材

横
部
材

縦枠

方立

両袖

袖側縦枠
ロック側方立
つり元側方立

袖上桟
袖中桟
袖下桟
袖押縁

2本
1本
1本
2本
2本
1本
1本
1本
2本
2本
2本
8本
1本
1本
1本

●化粧額縁
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■片開きランマ付き

ラ
ン
マ

寸　法
使用ガラス枚数

片開きランマ付

1枚
ガラスH

ガラスW

寸法計算式

Ｈ－1984.5

W－78

■親子ランマ付き

ラ
ン
マ

寸　法
使用ガラス枚数

親子ランマ付

1枚
ガラスH

ガラスW

寸法計算式

Ｈ－1984.5

W－78

■片袖ランマ付き

ラ
ン
マ

寸　法

816（固定）

使用ガラス枚数

片袖ランマ付

1枚

2枚

ガラスH

ガラスW

袖
ガラスH

ガラスW

寸法計算式

Ｈ－1984.5

W－63

816

W－863

■両袖ランマ付き

ラ
ン
マ

寸　法

816（固定）

使用ガラス枚数

両袖ランマ付

1枚

4枚

ガラスH

ガラスW

袖
ガラスH

ガラスW

寸法計算式

Ｈ－1984.5

W－47

816

（W－890）／2

■ガラス切断寸法表
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製品の組立て
■組立てられる方へのお願い

■組立て順序

●丁番取付けねじは、奥まで締め
付けてください。

　ねじが緩いとドア本体の脱落の
原因になります。

注　意!

1枠の組立て
●図に従って枠を組立てます。
※図中㋑～㋠は、部品・ねじの種類を表します。

〔片開き〕
●ランマなしの場合、無目、ランマアタッチ
メント、無目押縁はありません。

〔親子〕
●ランマなしの場合、無目、ランマアタッチ
メント、無目押縁はありません。

●ガラス寸法は、部材切断寸法表（P14～P17）から
算出してください。

●必ず指定のねじで固定してください。
●枠の組立てねじは、2.5±0.5N・m｛25±5kgf・
cm｝の締め付けトルクで止めた後、緩み・ガタツキ
のないことを確認してください。

■部品・ねじ一覧表(枠組立て用)
イ ロ ハ

ナベタッピンねじ
φ4×55

プッシュボタン 皿テクスねじ
φ4×13

ヘ ト

ドアガード受け（枠用）
（バインド小ねじM4×30）

※枠に取付け ※本体に取付け

ドアガードアーム
（皿小ねじM4×12）

 

ニ ホ

ガラスライナー ランマブロック

下枠

ランマ
アタッチメント

イ
ハ ハ

イ イ

イ

イ

イ

上枠

無目

つり元側縦枠
つり元側縦枠

ランマ
アタッチメント

イ
ハ ハ

イ イ

イ

イ

イ

Ａ部

ヘ

下枠

上枠

無目

つり元側縦枠
ロック側縦枠

ランマ
アタッチメント

ランマ
アタッチメント
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■片開きランマ付き

ラ
ン
マ

寸　法
使用ガラス枚数

片開きランマ付

1枚
ガラスH

ガラスW

寸法計算式

Ｈ－1984.5

W－78

■親子ランマ付き

ラ
ン
マ

寸　法
使用ガラス枚数

親子ランマ付

1枚
ガラスH

ガラスW

寸法計算式

Ｈ－1984.5

W－78

■片袖ランマ付き

ラ
ン
マ

寸　法

816（固定）

使用ガラス枚数

片袖ランマ付

1枚

2枚

ガラスH

ガラスW

袖
ガラスH

ガラスW

寸法計算式

Ｈ－1984.5

W－63

816

W－863

■両袖ランマ付き

ラ
ン
マ

寸　法

816（固定）

使用ガラス枚数

両袖ランマ付

1枚

4枚

ガラスH

ガラスW

袖
ガラスH

ガラスW

寸法計算式

Ｈ－1984.5

W－47

816

（W－890）／2

■ガラス切断寸法表
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製品の組立て
■組立てられる方へのお願い

■組立て順序

●丁番取付けねじは、奥まで締め
付けてください。
　ねじが緩いとドア本体の脱落の
原因になります。

注　意!

1枠の組立て
●図に従って枠を組立てます。
※図中㋑～㋠は、部品・ねじの種類を表します。

〔片開き〕
●ランマなしの場合、無目、ランマアタッチ
メント、無目押縁はありません。

〔親子〕
●ランマなしの場合、無目、ランマアタッチ
メント、無目押縁はありません。

●ガラス寸法は、部材切断寸法表（P14～P17）から
算出してください。

●必ず指定のねじで固定してください。
●枠の組立てねじは、2.5±0.5N・m｛25±5kgf・
cm｝の締め付けトルクで止めた後、緩み・ガタツキ
のないことを確認してください。

■部品・ねじ一覧表(枠組立て用)
イ ロ ハ

ナベタッピンねじ
φ4×55

プッシュボタン 皿テクスねじ
φ4×13

ヘ ト

ドアガード受け（枠用）
（バインド小ねじM4×30）

※枠に取付け ※本体に取付け

ドアガードアーム
（皿小ねじM4×12）

 

ニ ホ

ガラスライナー ランマブロック

下枠

ランマ
アタッチメント

イ
ハ ハ

イ イ

イ

イ

イ

上枠

無目

つり元側縦枠
つり元側縦枠

ランマ
アタッチメント

イ
ハ ハ

イ イ

イ

イ

イ

Ａ部

ヘ

下枠

上枠

無目

つり元側縦枠
ロック側縦枠

ランマ
アタッチメント

ランマ
アタッチメント
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〔両袖〕

B部

■A部詳細図 ■B部詳細図

〔片袖〕

B部
イ

イ
イ

イ

イ

イ

イ

イ

イ

イ

ロ

ロ

ロ ヘ

ハイ
ロ

イ

イ

イ

イ

イ

イ

イ

イ

イ

イ イ

イ

イ

イ

イ イ

イ

イ

イ

イ

ロ

ロ

ロ

イ イ
ロ ロ

ヘ

下枠

袖上桟

袖中桟

袖縦枠 つり元側
縦枠

つり元側
方立

袖下桟

袖縦枠 袖縦枠
下枠

袖上桟

袖中桟

袖下桟

無目

ロック側方立

ロック
側方立

上枠

上枠

ドアガード受け

Ｍ4×30
バインド小ねじ

縦枠

15

ヘ

ドアガードスペーサ

Ｍ4×30
バインド小ねじ

ドアガード受けヘ

方立
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〔ランマ〕
2ガラス入れ・袖飾りの取付け

●ガラスをライナーのない方からけ
んどんで入れ、ガラスを持上げて
ガラスライナーをガラスの下に置
きます。

　押縁を取付け、同梱の後付けビー
ドで固定します。

室外側

室内側

後付けビード

■ランマブロックの取付け
　(片開き・親子・片袖)
※ランマ押縁を取付けた後、つり元側
縦枠とのすき間（約15ｍｍ）に、
ランマブロックを張付けてください。
張付け面は、ゴミ・水分などをふき
取ってください。

ホ

ニ

つり元側縦枠

ランマ押縁

ガラス
ライナー

ランマブロック

両面テープを
下に向ける

すき間

ガラスライナーニ 

室外側

室内側

押縁

ガラス
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〔両袖〕

B部

■A部詳細図 ■B部詳細図

〔片袖〕

B部
イ

イ
イ

イ

イ

イ

イ

イ

イ

イ

ロ

ロ

ロ ヘ

ハイ
ロ

イ

イ

イ

イ

イ

イ

イ

イ

イ

イ イ

イ

イ

イ

イ イ

イ

イ

イ

イ

ロ

ロ

ロ

イ イ
ロ ロ

ヘ

下枠

袖上桟

袖中桟

袖縦枠 つり元側
縦枠

つり元側
方立

袖下桟

袖縦枠 袖縦枠
下枠

袖上桟

袖中桟

袖下桟

無目

ロック側方立

ロック
側方立

上枠

上枠

ドアガード受け

Ｍ4×30
バインド小ねじ

縦枠

15

ヘ

ドアガードスペーサ

Ｍ4×30
バインド小ねじ

ドアガード受けヘ

方立
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〔ランマ〕
2ガラス入れ・袖飾りの取付け

●ガラスをライナーのない方からけ
んどんで入れ、ガラスを持上げて
ガラスライナーをガラスの下に置
きます。

　押縁を取付け、同梱の後付けビー
ドで固定します。

室外側

室内側

後付けビード

■ランマブロックの取付け
　(片開き・親子・片袖)
※ランマ押縁を取付けた後、つり元側
縦枠とのすき間（約15ｍｍ）に、
ランマブロックを張付けてください。
張付け面は、ゴミ・水分などをふき
取ってください。

ホ

ニ

つり元側縦枠

ランマ押縁

ガラス
ライナー

ランマブロック

両面テープを
下に向ける

すき間

ガラスライナーニ 

室外側

室内側

押縁

ガラス
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〔袖飾り〕
●袖飾りを室外側から差込み、ねじ止めします。
●ガラスライナーを置いて、ガラスを縦枠側からけんどんで入れます。
●押縁を取付け、ランマ部と同様に後付けビード（同梱）で固定します。
※中桟ポスト付きの場合、ガラス施工後にポストを取付けてください。先に
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袖飾り

後付けビード

袖中桟

袖上桟

無目
袖側縦枠

押縁

ガラス
ライナー
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ガラス
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室外側
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ニ 

ガラス
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ニ 
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3丁番の取付け・ドア本体のつり込み

●丁番取付けねじは、奥まで締め付
けてください。ねじが緩いとドア
本体の脱落の原因になります。

注　意! ①丁番には上・下の区別があります。軸の長い丁番は上、
軸の短い丁番は下になるように取付けます。(取付けね
じは丁番セットに同梱されています。)

※本体側は、皿小ねじM4×18(長い方のねじ)で取付け
てください。

②ドア本体を❶・❷の順でつり込みます。

丁番（上）

丁番（上）皿小ねじ
Ｍ4×10

皿小ねじ
Ｍ4×10

長

丁番（下）

丁番（下）

短

ロットNo.
表示位置

縦枠

無目

上枠

下枠

縦枠

ドア本体
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〔袖飾り〕
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ポストを取付けるとガラスが入れられなくなります。
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製品の取付け

●本製品は、木造土間納まり専用です。外壁工事を伴わない施工の場合は、指定の個
所にシーリング材を充てんしてください。

●躯体に取付ける際は、ねじ込み深さは必ず20mm以上にしてください。製品強度
の不足でドア本体・枠の脱落の原因になります。

●躯体に取付ける際の、枠取付けねじのねじ込みトルクは、ねじ込み深さ20mmの
時1.2N・m（12kgf・cm）以上にしてください。製品強度の不足でドア本体・
枠の脱落の原因となります。

●錠セットを取付けてから、ドア本体をつり込んで枠を躯体に固定してください。
　錠セットを取付ける前につり込むと、ドアが勝手に開き危険です。
●丁番取付けねじを全部外さないでください。ドア本体が脱落しケガをするおそれが
あります。

注　意!

●現場施工に入る前に、製品基本寸法が現場と合っていることを確認してください。
●必ず指定の取付けねじで取付けてください。
●内外の額縁は、現場の納まりに合わせて切詰めてください。
●親子納まりの場合は、下枠のフランス落とし受け金具部分の強度確保のため、必ず受け金具の
両脇にかい物を入れてください。

■取付けねじ一覧表

コーキングガンカッター

■使用工具一覧表
電動ドリル・電動ドライバー ペンチ プラスドライバー 鉄ノコくい切り

※その他工具…グラインダー、丸のこなど。

※取付けねじ本数は、取付け穴より多めに入っています。
a b c d e gf

皿タッピンねじ
φ4×90（1種）

皿小ねじ
Ｍ4×35（先付）

ナベタッピンねじ
φ4×60（1種）

ナベテクスねじ
φ4×13

皿タッピンねじ
φ4×110（1種）

上枠用 下枠取付け用

トラス小ねじ
Ｍ4×35（先付）

下枠取付け用(袖側)縦枠用 額縁・アタッチメント
取付け用

プッシュボタン

穴ふさぎ用上・袖側縦枠用

－25－

■既設ドアの取外し
①既設のドア本体・袖飾り・子扉、及びガラスを取外します。
②無目・方立などの部材を切断して取除き、外枠（上枠・縦枠・下枠）のみ躯体に残します。

〔既設枠がアルミ形材の場合〕
①無目・方立などは、縦枠・下枠などとの連結部から約30ｍｍ残して切取ります。
②切り残した部材は、タッピングホール付近を分割して取りやすい状態にして外します。
③外枠に残ったねじを、くい切りなどで切断します。
④取付けに支障のあるリブが縦枠・上枠にある場合は（下図）、室外側のリブの付け根に
カッターなどで強く押当ててキズをつけ、ペンチで折取ります。

C部
枠

上枠 30mm

3
0
m
m

30mm

上枠

無目

無目

下枠

下枠

袖飾り

ドア本体

タッピング
ホール

分割カット

方立

方立
縦枠

縦枠

■C部詳細図

縦枠・上枠

リブ

カッター

ペンチ室外側
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■既設ドアの取外し
①既設のドア本体・袖飾り・子扉、及びガラスを取外します。
②無目・方立などの部材を切断して取除き、外枠（上枠・縦枠・下枠）のみ躯体に残します。
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■新しい枠の取付け
※ドアをつり込んだ状態で、必ず2人で作業してください。
①既設枠の水平・垂直を正しく出します。
　（調整が必要な場合は、かい物をご使用ください。）

②取付け位置決定後、新しい枠（上枠・縦枠）の取
付け穴より、既設枠及び躯体にφ3の下穴をあけ
ます。

③いったん新しい枠を外して既設枠の四方にシーリ
ング材を塗布し、新しい枠をつり元側から順に指
定のねじで取付けます。

※縦枠の室内側は、ナベタッピンねじφ4×60（1
種）を使用し、プッシュボタンをはめ込みます。

※袖縦枠の室内側は皿タッピンねじφ4×110を使
用します。

※ランマなし上枠には、皿タッピンねじφ4×110
を使用します。

※ランマ上枠には、皿タッピンねじφ4×90を使
用します。

※既設枠のねじなどに当たる場合は、位置をズラし
て別の穴をあけてください。

④既設枠と新しい枠の接合部（室外側／三方）に
シーリング材を充てんします。

●躯体に取付ける際の枠取付けねじのね
じ込みトルクはねじ込み深さ20mm
の時、1.2N・m｛12kgf・cm｝以
上にしてください。

注　意!

●外壁工事を伴わない施工の場合は、
指定の個所にシーリング材を充て
んしてください。

注　意!

つ
り
元
側

かい物

既設枠

新しい枠

●縦枠側
既設枠

シーリング

丁番

プッシュボタン

ナベタッピン
ねじφ4×60
c

g

新しい枠
(つり元側縦枠)

新しい枠
(袖側縦枠)

既設枠
シーリング

皿タッピンねじ
φ4×110
b

新しい枠
(上枠)

シーリング

皿タッピンねじ
φ4×90（1種）
a

皿タッピンねじ
φ4×110（1種）

ランマ上枠：

ランマなし上枠：
b

かい物

●袖縦枠

－27－

⑤下枠ステンレスカバー固定テープを取外し、本体側は皿小ねじ
Ｍ4×35、袖側はトラス小ねじＭ4×35を締め付けます。

●フランス落とし受け金具の突起部が既設枠に当たる場合は、
あらかじめ既設枠に掘込みを入れておきます。

〔親子の場合〕

●下枠側

45親子下枠

既設枠

掘込み

フランス落とし受け金具

40
～5
0

下枠

方立
トラス小ねじ
Ｍ4×35

既設枠

シーリング

下枠ステンレス
カバー

皿小ねじ
Ｍ4×35

袖側

本体側
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⑥下枠のたわみ防止のため、下枠と既設枠
とのすき間にかい物を入れます。

⑦既設枠と新しい下枠の接合面（室内側）
にシーリング材を充てんします。

※親子納まりの場合は、下枠のフランス
落とし受け金具部分の強度確保のため、
受け金具の両脇にかい物を入れてくだ
さい。

お願い
新しい枠
（下枠）

既設枠

かい物

約20cm間隔

●外壁工事を伴わない施工の場合
は、指定の個所にシーリング材
を充てんしてください。

注　意!

－29－

■建付け調整

●ドアロックのラッチがかからない場合は、ス
トライクの取付けねじをゆるめ、ストライク
の位置を調整してください。

■ストライクの調整

※ドアガードが受けにかからない場合は、
受けの取付けねじをゆるめ、位置を調
整してください。（本体側のドアガー
ドは調整できません。）

※ドアガードアームがスムーズに操作で
きるか確認してから固定してください。

■ドアガードの調整

ドアガード受け

取付けねじ

ドア本体

方立（戸先側縦枠）

調
整
方
向

ドアガード

取付けねじ

ストライク

方立（戸先側縦枠）

調
整
方
向

調整
方向
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※ドア本体をつり込んだ後、枠とドア本体のすき間が納まり図通りであるか確認してください。
納まり図通りでない場合は、以下の手順ですき間を調整してください。

■ドア本体の調整

●ドアを枠から外し、丁番の軸に付属の高さ
調整スペーサー（丁番に同梱）を入れます。

※1枚入れると1.5ｍｍ、2枚入れると3mm
ドアが上に上がります。

〔上下方向のすき間の調整〕

※スペーサーはあらかじめ本体に取付けてあ
ります。

①スペーサー取付けねじを外します。
②丁番取付けねじ（4本）を緩めます。
③スペーサーを引抜いて外します。
④丁番ねじを締め付けます。
※スペーサーを1枚外すと1.5ｍｍ、2枚外す
と3ｍｍドア本体がつり元側へ寄ります。

※スペーサーを追加すると、戸先側へ寄りま
す。

〔左右方向のすき間の調整〕

①ドア本体を枠から外し、枠側の丁番取付けねじ（4
本）と丁番裏板取付けねじ（2本）を緩めます。

〔前後（室内・室外側）方向の調整〕

高さ調整
スペーサー
（丁番に同梱）

縦枠 スペーサースペーサー取付けねじ

丁番

②丁番裏板ごと前に出すと室外側に1.5ｍｍ、後に
ズラすと－1.5ｍｍまでドア本体が動きます。

③①で緩めた丁番取付けねじと、丁番裏板取付けね
じを締め付けます。

※枠側取付けねじを全部外さないでください。
丁番裏板が脱落し、丁番が取付けられなくな
ります。

お願い

●本体側丁番取付けねじを全部外さ
ないでください。本体が脱落し、
けがをするおそれがあります。

注　意!

丁番裏板取付けねじ
（2本とも緩める）

前（
室
外
側
）

丁番裏板

丁番取付けねじ
（4本とも緩める）
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■内額縁の取付け

●現場の納まりに合わせて、内額縁を切詰めます。
※縦額縁は右図のように、長めに設定されています。

※横額縁溝ふたは、短い方が内用です。
※ナベテクスねじφ4×13で取付けます。
①既設枠が隠れるようにし、右図の位置
に横額縁を取付けます。

②横額縁に溝ふたを取付けます。
③既設枠が隠れるようにし、切欠き部を
横額縁にはめて縦額縁を取付けます。

④縦額縁に溝ふたを取付けます。
※溝ふたは完全にはめ込んだことを確認
してください。

内額縁

3
0
m
m

縦枠

横額縁

縦額縁
上枠

0～1mm

横額縁

ナベテクスねじ
φ4×13

縦額縁

溝ふた
溝ふた

f

1内額縁の切詰め

2内額縁の取付け
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■化粧額縁の取付け（1）
※化粧額縁は、3種類あります。現場の納まりに合わせて部材を選択し、取付けてください。
　使用条件については、「取付けチェックポイント集」（巻末）を参照してください。
　化粧額縁は、ドアのつり込み・建付け調整後、取付けてください。

〔化粧額縁Aの場合〕
①現場の納まりに合わせて額縁を切詰めます。
※ナベテクスねじφ4×13で取付けます。
②納まりに合う調整溝を選び、下図の位置に
横額縁を取付けます。

※取付け位置が違うと、縦額縁が取付けられ
ません。

③横額縁に溝ふたを取付けます。
④納まりに合う調整溝を選び、切欠き部を横
額縁にはめて縦額縁を取付けます。

⑤縦額縁に溝ふたを取付けます。
※溝ふたは完全にはめ込んだことを確認して
ください。

縦枠

横額縁 縦額縁

上枠

0～2mm

■使用ねじ一覧
a

額縁取付け用

ナベテクスねじ
φ4×13

※片開きの場合、戸先側縦枠
に取付ける額縁は、本体
エッジが当たらない位置に
取付けてください。

a

横額縁

調整溝

調整溝

額縁キャップ

ナベテクスねじ
φ4×13

縦額縁

溝ふた

溝ふた

本体エッジ

戸先側縦枠

化粧額縁A
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■化粧額縁の取付け（2）
〔化粧額縁Cの場合〕
①化粧額縁の外壁面を現場の納まりに合
わせて切断します。（図1）

②納まりに合う縦枠の調整溝を選び縦額
縁を縦枠に仮止めし、横額縁の切詰め
寸法を算出して切詰めます。（図2）

　縦額縁については、現場の納まりに合
わせて切詰めます。

※取付け位置が違うと、横額縁が取付け
られません。

③縦・横額縁をⓐナベタッピンねじφ
4×90で組立てます。（図3）

④納まりに合う調整溝に化粧額縁を差込
み、ⓑナベテクスねじφ4×13で枠
に取付けます。（図4）

⑤溝ふたを取付けます。（図4）
※溝ふたは完全にはめ込んだことを確認
してください。

a b
額縁組立て用

ナベタッピンねじ
φ4×90

額縁取付け用

ナベテクスねじ
φ4×13

■使用ねじ一覧

（図1）

縦額縁

切断 外壁
納ま
り側

切断

横額縁

縦枠

上枠

（図2）
（図3）

横額縁

横額縁切詰め寸法

縦額縁

横額縁

縦額縁

a ナベタッピン
ねじφ4×90
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■化粧額縁の取付け（1）
※化粧額縁は、3種類あります。現場の納まりに合わせて部材を選択し、取付けてください。
　使用条件については、「取付けチェックポイント集」（巻末）を参照してください。
　化粧額縁は、ドアのつり込み・建付け調整後、取付けてください。

〔化粧額縁Aの場合〕
①現場の納まりに合わせて額縁を切詰めます。
※ナベテクスねじφ4×13で取付けます。
②納まりに合う調整溝を選び、下図の位置に
横額縁を取付けます。
※取付け位置が違うと、縦額縁が取付けられ
ません。
③横額縁に溝ふたを取付けます。
④納まりに合う調整溝を選び、切欠き部を横
額縁にはめて縦額縁を取付けます。
⑤縦額縁に溝ふたを取付けます。
※溝ふたは完全にはめ込んだことを確認して
ください。

縦枠

横額縁 縦額縁

上枠

0～2mm

■使用ねじ一覧
a

額縁取付け用

ナベテクスねじ
φ4×13

※片開きの場合、戸先側縦枠
に取付ける額縁は、本体
エッジが当たらない位置に
取付けてください。

a
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■化粧額縁の取付け（2）
〔化粧額縁Cの場合〕
①化粧額縁の外壁面を現場の納まりに合
わせて切断します。（図1）

②納まりに合う縦枠の調整溝を選び縦額
縁を縦枠に仮止めし、横額縁の切詰め
寸法を算出して切詰めます。（図2）

　縦額縁については、現場の納まりに合
わせて切詰めます。

※取付け位置が違うと、横額縁が取付け
られません。

③縦・横額縁をⓐナベタッピンねじφ
4×90で組立てます。（図3）

④納まりに合う調整溝に化粧額縁を差込
み、ⓑナベテクスねじφ4×13で枠
に取付けます。（図4）

⑤溝ふたを取付けます。（図4）
※溝ふたは完全にはめ込んだことを確認
してください。

a b
額縁組立て用

ナベタッピンねじ
φ4×90

額縁取付け用

ナベテクスねじ
φ4×13

■使用ねじ一覧

（図1）

縦額縁

切断 外壁
納ま
り側

切断

横額縁

縦枠

上枠

（図2）
（図3）

横額縁

横額縁切詰め寸法

縦額縁

横額縁

縦額縁

a ナベタッピン
ねじφ4×90
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(図4)

調整溝

溝ふた

縦額縁

横額縁

b b

調整溝

ナベテクスねじ
φ4×13

溝ふた ナベテクスねじ
φ4×13
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■化粧額縁の取付け（3）
〔化粧額縁Dの場合〕

●後付化粧額縁D（横）、溝ふた（横）及び壁厚調整材（横）の切断
寸法は、下表の切断寸法計算式より算出して切詰めてください。

※後付化粧額縁D（縦）、溝ふた（縦）及び壁厚調整材
（縦）は、現場の納まりに合わせて切詰めてください。
※出荷時は、ドア下枠下端より100mm出ています。

2額縁キャップの切断

■切詰寸法計算式
部材名 切断寸法計算式

W＋2
W＋1
W＋182

後付化粧額縁D（横）
溝ふた（横）
壁厚調整材（横）

●縦断面図

9
0

後
付
化
粧
額
縁
Ｄ（
縦
）：
H
+
1
8
4
.5

8
4
.5

H
1
0
0

1
2

55

12.5

57

●横断面図
105

6
9

1
2
.5

105

91 91

後付化粧額縁Ｄ（横）：Ｗ+2

壁厚調整材（横）：Ｗ+182

W1 1

7
6
.5
～
1
1
6
.5

1切詰め加工

●後付化粧額縁D（縦）を縦枠の溝に合わせ、後付化粧額縁D（縦）と壁のすき間
寸法Aを測り、額縁キャップ切断寸法計算式より算出して、カッターで数回切れ
目を入れ、カットしてください。

※額縁キャップには、カッターで切りやすいように5mm間隔でV溝が入っています。

　　額縁キップ切断寸法計算式＝51.5－A

51
.5－
Ａ

51
.5－
Ａ

壁

A

後付化粧額縁Ｄ（縦）

調整溝

切断部

V溝

カッター

額縁キャップ
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(図4)

調整溝

溝ふた

縦額縁

横額縁

b b

調整溝

ナベテクスねじ
φ4×13

溝ふた ナベテクスねじ
φ4×13
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■化粧額縁の取付け（3）
〔化粧額縁Dの場合〕

●後付化粧額縁D（横）、溝ふた（横）及び壁厚調整材（横）の切断
寸法は、下表の切断寸法計算式より算出して切詰めてください。

※後付化粧額縁D（縦）、溝ふた（縦）及び壁厚調整材
（縦）は、現場の納まりに合わせて切詰めてください。
※出荷時は、ドア下枠下端より100mm出ています。

2額縁キャップの切断

■切詰寸法計算式
部材名 切断寸法計算式

W＋2
W＋1
W＋182

後付化粧額縁D（横）
溝ふた（横）
壁厚調整材（横）
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1切詰め加工

●後付化粧額縁D（縦）を縦枠の溝に合わせ、後付化粧額縁D（縦）と壁のすき間
寸法Aを測り、額縁キャップ切断寸法計算式より算出して、カッターで数回切れ
目を入れ、カットしてください。

※額縁キャップには、カッターで切りやすいように5mm間隔でV溝が入っています。

　　額縁キップ切断寸法計算式＝51.5－A
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.5－
Ａ
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.5－
Ａ
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A

後付化粧額縁Ｄ（縦）

調整溝

切断部

V溝

カッター

額縁キャップ
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④

①後付化粧額縁D（縦）、（横）、額縁キャップとともに、ナベ
タッピンねじφ4×90で組立てます。

②組立て後、取付ガイド穴に穴ふさぎシールを張付けてください。

4後付化粧額縁Dの取付け

3後付化粧額縁Dの組立て

①組立てた後付化粧額縁Dを、枠の調整溝に差込み、ナベテクス
ねじφ4×13で枠に取付けます。

②溝ふたを後付化粧額縁D（縦）、（横）に取付けます。
※溝ふたは、完全にはめ込んだことを確認してください。

後付化粧額縁D（横）

調整溝

調整溝

溝ふた

後付化粧額縁D（縦）

室外側
ナベテクスねじ
φ4×13

後付化粧額縁D（縦）

後付化粧
額縁D（横）

室外側

額縁キャップ

ナベタッピン
ねじφ4×90

穴ふさぎシール

穴ふさぎシール
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①壁厚調整材（縦）、（横）を現場納
まりに合わせて、ナベテクスねじ
φ4×13（色付）で後付化粧額
縁D（縦）、（横）に取付けます。

※ナベテクスねじφ4×13（色付）
は、後付化粧額縁Dと壁厚調整材
をいっしょに取付けてください。

※ねじの取付け位置は、「■取付け
寸法表」を参照してください。

※壁や軒があるために、壁厚調整材
が取付けずらい場合は、
後付化粧額縁Dを枠に取
付ける前に、壁厚調整材
を後付化粧額縁Dに取付
けてから、手順4の作業
をしてください。

5壁厚調整材の取付け

【片開きK用】 【片袖飾り用】
1075 1422

100 100 100

5
0

5
0

4
5
0

4
5
0

4
5
0

4
5
0

4
5
0

4
5
0

4
5
0

4
5
0

4
5
0

4
5
0

100 330 330330330330 （215） （232）

額縁キャップ

ナベテクスねじ
φ4×13（色付）

後付化粧
額縁D（横）

ナベテクスねじ
φ4×13（色付）

100

5
0

※額縁キャップと壁厚
　調整材（横）のライン
　を合わせる。

※後付化粧額縁Ｄ（縦）と
　壁厚調整材（縦）の上部
　ラインを合わせる。

室外側

後付化粧額縁D（縦）

壁厚調整材（横）

壁厚調整材（縦）

※取付けねじ本数は、両袖飾り用の取付
本数となっています。

■取付け寸法表（参考）

【両袖飾り用】
1874

100 100330 330 330 330 （354）
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④

①後付化粧額縁D（縦）、（横）、額縁キャップとともに、ナベ
タッピンねじφ4×90で組立てます。
②組立て後、取付ガイド穴に穴ふさぎシールを張付けてください。

4後付化粧額縁Dの取付け

3後付化粧額縁Dの組立て

①組立てた後付化粧額縁Dを、枠の調整溝に差込み、ナベテクス
ねじφ4×13で枠に取付けます。
②溝ふたを後付化粧額縁D（縦）、（横）に取付けます。
※溝ふたは、完全にはめ込んだことを確認してください。
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調整溝
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①壁厚調整材（縦）、（横）を現場納
まりに合わせて、ナベテクスねじ
φ4×13（色付）で後付化粧額
縁D（縦）、（横）に取付けます。

※ナベテクスねじφ4×13（色付）
は、後付化粧額縁Dと壁厚調整材
をいっしょに取付けてください。

※ねじの取付け位置は、「■取付け
寸法表」を参照してください。

※壁や軒があるために、壁厚調整材
が取付けずらい場合は、
後付化粧額縁Dを枠に取
付ける前に、壁厚調整材
を後付化粧額縁Dに取付
けてから、手順4の作業
をしてください。

5壁厚調整材の取付け

【片開きK用】 【片袖飾り用】
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　を合わせる。

※後付化粧額縁Ｄ（縦）と
　壁厚調整材（縦）の上部
　ラインを合わせる。

室外側

後付化粧額縁D（縦）

壁厚調整材（横）

壁厚調整材（縦）

※取付けねじ本数は、両袖飾り用の取付
本数となっています。

■取付け寸法表（参考）

【両袖飾り用】
1874

100 100330 330 330 330 （354）
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■外周部のシーリング処理

■下枠段差緩和材（別途有償品）の取付け

●雨仕舞いのため、外周部にシーリング材
を充てんします。

※下枠部・化粧額縁下部については、全面
シーリングをせずに、両端部から水が抜
けるようすき間を確保してください。

●外壁工事を伴わない施工の場合
は、指定の個所にシーリング材
を充てんしてください。

注　意!

①下枠段差緩和材を現場の
納まりに合わせて切詰め
ます。

②既設枠と下枠の段差部分
にコーキングをします。

※コーキングは、下枠段差
緩和材の傾斜に合わせて
塗布してください。

③下枠段差緩和材をコーキ
ングの上に固定します。

※この部材は、新枠を取付けた際、室内
側の土間の段差が大きい場合に使用し
てください。

お願い

下枠

コーキング

既設枠

土間(タイル)

下枠段差緩和材

シーリング
既設枠

調整溝

外額縁

溝蓋枠

バックアップ材

シーリング
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改装用ドアリフォルテ ウッディ／リフォルテ
取付けチェックポイント集

1.現場チェック項目一覧
2.現場調査前確認事項
3.現場調査時確認事項
4.取付け現場採寸時の確認事項

製品を正しく取付けいただくための

1.現場チェック項目一覧
■現場チェック項目一覧
※製品を正しく取付けいただくために、下記項目を必ず確認してください。

■取付け可
在来木軸工法、204構造など木造土間
納まりに取付けてください。

2.現場調査前確認事項
●改装用ドア リフォルテは木造土間専用です。
※木造以外の躯体構造への取付けはできません。

チェック項目 チェック

取付ける建物の構造は木造土間納まりですか？

取付ける柱への枠の取付けねじ込み深さは20mm以上ですか？

取付ける柱が腐っていませんか？

既設枠開口周り（外壁など）に漏水のあとはありませんか？

取付ける柱への枠の取付けねじのねじ込みトルクは、ねじ込み深さ20mmの時、1.2N・m

（12kgf・cm）以上ですか？

既設枠の開口寸法は、指定個所を測定した際製品の切詰め（対応）寸法範囲内ですか？

周辺環境（軒天、入隅納まり）において、製品取付けに支障はありませんか？

はい・いいえ

はい・いいえ

はい・いいえ

はい・いいえ

はい・いいえ

はい・いいえ

はい・いいえ

事前に電話など
で確認する項目

現場にて
確認する項目

■取付け不可
鉄骨造、RC造、ALC納まりなどには
取付けないでください。
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■外周部のシーリング処理
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シーリングをせずに、両端部から水が抜
けるようすき間を確保してください。

●外壁工事を伴わない施工の場合
は、指定の個所にシーリング材
を充てんしてください。

注　意!

①下枠段差緩和材を現場の
納まりに合わせて切詰め
ます。
②既設枠と下枠の段差部分
にコーキングをします。
※コーキングは、下枠段差
緩和材の傾斜に合わせて
塗布してください。
③下枠段差緩和材をコーキ
ングの上に固定します。

※この部材は、新枠を取付けた際、室内
側の土間の段差が大きい場合に使用し
てください。
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改装用ドアリフォルテ ウッディ／リフォルテ
取付けチェックポイント集

1.現場チェック項目一覧
2.現場調査前確認事項
3.現場調査時確認事項
4.取付け現場採寸時の確認事項

製品を正しく取付けいただくための

1.現場チェック項目一覧
■現場チェック項目一覧
※製品を正しく取付けいただくために、下記項目を必ず確認してください。

■取付け可
在来木軸工法、204構造など木造土間
納まりに取付けてください。

2.現場調査前確認事項
●改装用ドア リフォルテは木造土間専用です。
※木造以外の躯体構造への取付けはできません。

チェック項目 チェック

取付ける建物の構造は木造土間納まりですか？

取付ける柱への枠の取付けねじ込み深さは20mm以上ですか？

取付ける柱が腐っていませんか？

既設枠開口周り（外壁など）に漏水のあとはありませんか？

取付ける柱への枠の取付けねじのねじ込みトルクは、ねじ込み深さ20mmの時、1.2N・m

（12kgf・cm）以上ですか？

既設枠の開口寸法は、指定個所を測定した際製品の切詰め（対応）寸法範囲内ですか？

周辺環境（軒天、入隅納まり）において、製品取付けに支障はありませんか？
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はい・いいえ

事前に電話など
で確認する項目

現場にて
確認する項目

■取付け不可
鉄骨造、RC造、ALC納まりなどには
取付けないでください。
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■取付け可
指定のねじ（ランマ上枠：皿タッピン
ねじφ4×90、ランマ無上枠、袖縦
枠：皿タッピンねじφ4×110、縦
枠：なべタッピンねじφ4×60）が上
記の柱位置で1.2N・m（12kgf・
cm）以上のねじ込みトルクがあること
を確認してください。

3-1.現場調査時確認事項
●躯体取付けねじのねじ込みトルクが、ねじ込み深さ20mmの時1.2N・m
（12kgf・cm）以上あることを確認してください。

■取付け不可

柱にねじがかかっていない。
柱が腐っている。
ねじのかかりが少ない。 ねじ込みトルク

1.2N・m（12kgf・cm）未満

ねじ込みトルク
1.2N・m（12kgf・cm）以上

－41－

①新しい枠を取付ける際の、既設枠
の見込み方向基準面付近±10mm
の位置にφ5の穴をあけます。

②新しい枠の取付けねじ（なべタッ
ピンφ4×60（1種））を用いて取
付けます。そのときのねじ込みト
ルクは、1.2N・m（12kgf・
cm）以上であることを確認してく
ださい。

※確認後の穴はシーリング処理にて
穴をふさいでください。

［ねじ込みトルクの確認方法］

良　い 悪　い

※ねじ本体は固定されている ※ねじごと回転する

■トルクドライバー目盛合わせ
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●トルクドライバー目盛り合せ設定
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■取付け可
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3-2.現場調査時確認事項
●枠取付けねじは柱（躯体）に20mm以上かかることを確認してください。

ドア枠

ねじ込み深さ
20mm以上

ドア枠

（縦枠の場合） （上枠の場合）

袖縦枠：ねじ長さ110mm
縦枠：ねじ長さ60mm

30mm (かい物3mm)

ねじ込み深さ
20mm以上

既設枠

取付け穴
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：
ね
じ
長
さ
9
0
m
m

ラ
ン
マ
無
上
枠
：
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さ
1
1
0
m
m

■取付け可 ■取付け不可

〔ねじ込み深さの確認〕
躯体にねじ止めする前に、
既設枠の取付け穴にねじを
入れ、取付け穴からねじ頭
までの長さが、ランマ上枠
及びランマ無上枠は50mm
以上、縦枠及び袖縦枠は
20mm以上であることを確
認してください。

※縦枠用…ねじ長さ60mm
　袖縦枠用…ねじ長さ110mm
※ランマ上枠用…ねじ長さ90mm
　ランマ無上枠用…ねじ長さ110mm

柱にねじが20mm以
上かかっていない。
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4.取付け現場の採寸時確認事項

②既設枠形状による条件

■製品基本寸法設定
●採寸個所は上図に従ってh・w寸法を
測定してください。

※既設枠開口寸法は、ｈ・ｗとも各2個
所測定し、小さい方の寸法に決めます。

　製品基本寸法は、既設開口寸法より5
ｍｍ程度小さくします。

■製品製作範囲
※下記は製品の特注製作範囲を示します。
※現場での切詰め製作範囲は、施工説明書に示します。
※高防犯仕様のとき、片袖・両袖の対応はできません。

①製品制作範囲による条件
●既設枠開口部の寸法測定を行い、製品基本寸法を測定し製品制作範囲内であることを確認ください。

③周辺環境による条件
●軒天に化粧額縁が接触する、玄関照明がドア開閉時に接触する、入隅納まり時
に化粧額縁が外壁と干渉するなどを採寸時にあわせて確認してください。

※1）クリエラ後付化粧額縁付きの場
合は、C≧105のとき、化粧額縁
Cが取付けできません。

※2）19≦c－f≦59の場合、壁厚調
整材付きの化粧額縁Dを使用で
きます。

a：
b：
c：

既設枠寸法による条件

※1
※2

a≧78のとき化粧額縁C、Dが取付けできません。
b≧78のとき化粧額縁C、Dが取付けできません。
c≧95のとき化粧額縁Cと既設枠額縁が干渉します。
c－f≦59のとき化粧額縁Cと外壁にすき間ができます。

換算公式

H＝ｈ（小さい方）－5

Ｗ＝ｗ（小さい方）－5

既設枠開口寸法 製品基本寸法
ｈ1：
ｈ2：
ｗ1：
ｗ2：

H：

W：

※取付け現場の採寸は下記条件に適合するかを確認してください。

●縦断面図 ●横断面図
ｗ:既設開口枠寸法ｂ ｂ

ｈ
:既
設
枠
開
口
寸
法

ａ

ｃ

f

ランマ付き
製品基本寸法

Ｈ
Ｗ

片開き 親子
2108≦Ｈ≦2526

846≦W≦1498 578≦W≦991

ランマなし
製品基本寸法

Ｈ
Ｗ

片開き 親子
1750≦Ｈ≦2526

846≦W≦1498578≦W≦991

ランマ付き
両袖片袖

2108≦Ｈ≦2526
1138≦W≦1419
1053≦W≦1419

1440≦W≦2000
1270≦W≦2000

Ｈ
Ｗ

製品基本寸法

袖ポスト付
袖ポストなし
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3-2.現場調査時確認事項
●枠取付けねじは柱（躯体）に20mm以上かかることを確認してください。
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4.取付け現場の採寸時確認事項

②既設枠形状による条件

■製品基本寸法設定
●採寸個所は上図に従ってh・w寸法を
測定してください。

※既設枠開口寸法は、ｈ・ｗとも各2個
所測定し、小さい方の寸法に決めます。

　製品基本寸法は、既設開口寸法より5
ｍｍ程度小さくします。

■製品製作範囲
※下記は製品の特注製作範囲を示します。
※現場での切詰め製作範囲は、施工説明書に示します。
※高防犯仕様のとき、片袖・両袖の対応はできません。

①製品制作範囲による条件
●既設枠開口部の寸法測定を行い、製品基本寸法を測定し製品制作範囲内であることを確認ください。

③周辺環境による条件
●軒天に化粧額縁が接触する、玄関照明がドア開閉時に接触する、入隅納まり時
に化粧額縁が外壁と干渉するなどを採寸時にあわせて確認してください。

※1）クリエラ後付化粧額縁付きの場
合は、C≧105のとき、化粧額縁
Cが取付けできません。
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整材付きの化粧額縁Dを使用で
きます。

a：
b：
c：

既設枠寸法による条件

※1
※2
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